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（1）平成14年10月15日 進 藤 裕 之 後 援 会 ニ ュ ー ス 第　5 号

この「進藤裕之後援会ニュース」は地球にやさしい古紙100％の再生紙を使用しています。

第5号
10月

長
岡
京
市
内
の
家
庭
や
事
業
所

か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
乙
訓
環
境
衛

生
組
合
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
乙
訓
環
境
衛
生
組
合
（
愛

称：

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
お
と
く

に
）
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
乙
訓

二
町
一
村
（
現
在
の
向
日
市
、
長

岡
京
市
、
大
山
崎
町
）
が
共
同
し

て
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
効
率
的

に
行
う
た
め
、
一
部
事
務
組
合
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。

処
理
に
必
要
な
費
用
は
、
構
成

し
て
い
る
二
市
一
町
か
ら
の
負
担

金
（
平
成
十
三
度
決
算
で
長
岡
京

市
は
十
・
九
億
円
）、
国
・
府
の

補
助
金
、
組
合
債
な
ど
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

二
市
一
町
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

可
燃
ゴ
ミ
は
、
全
連
続
燃
焼
式
と

呼
ば
れ
る
焼
却
炉
で
焼
却
し
、
焼

却
残
渣
（
灰
）
は
勝
竜
寺
埋
立
地

へ
埋
立
て
て
い
ま
す
（
一
部
の
灰

は
、
大
阪
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
へ

有
償
処
分
）。

分
別
ゴ
ミ
（
粗
大
ゴ
ミ
、
カ
ン
、

ビ
ン
、
そ
の
他
不
燃
物
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

は
、
同
組
合
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
資
源
化

さ
れ
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
に
処
理
さ
れ
た

ゴ
ミ
の
総
量
は
、
そ
れ
ま
で
の
増

加
傾
向
か
ら
、
七
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
ま
し
た
（
平
成
十
二
年
度

比
五
・
三
％
減
）。

こ
れ
は
、
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
有

料
化
や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
の
ゴ
ミ
処

理
量
が
続
け
ば
、
現
在
の
勝
竜
寺

埋
立
地
は
あ
と
十
二
〜
十
三
年
で

満
杯
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
埋
立
て
用
の
代
替
地
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

大
阪
府
茨
木
市
で
は
、
焼
却
炉

と
し
て
新
し
い
処
理
方
式
で
あ
る

「
全
連
続
高
温
溶
融
炉
」
を
昭
和

五
十
五
年
に
全
国
に
さ
き
が
け
採

用
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、高
炉
の
技
術
を
応
用
し
、

千
五
百
度
以
上
の
温
度
で
ゴ
ミ
を

溶
融
す
る
方
式
で
、全
連
続
燃
焼
式

と
比
較
す
る
と
、同
一
量
の
ゴ
ミ
を

処
理
し
た
場
合
、埋
立
て
さ
れ
る
量

は
、ほ
ぼ
二
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

建
設
費
や
必
要
経
費
な
ど
の
比

較
が
必
要
で
す
が
、
茨
木
市
で
は

ビ
ン
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

資
源
ゴ
ミ
以
外
を
全
て
こ
の
方
式

で
処
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
従

来
、
繊
維
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
新
品
と
同
一
コ
ス
ト
、
か

つ
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
低
二

酸
化
炭
素
排
出
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

へ
の
再
生
に
成
功
し
た
業
者
も
現

れ
、
来
年
七
月
か
ら
本
格
的
な
操

業
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
の
勝
竜
寺

埋
立
地
の
延
命
を
図
る
た
め
に

は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
必
要
で

す
。ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
の

か
、
先
進
諸
国
や
先
進
自
治
体
の

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

部

内

資

料

ど
う
な
っ
て
る
の
「
長
岡
京
市
の
ゴ
ミ
処
理
」

ゴ
ミ
減
量
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
！

大阪府茨木市環境衛生センター
（パンフレットより）

乙訓環境衛生組合（クリーンプラザおとくに）および
勝竜寺埋立地へのアクセスマップ（乙訓環境衛生組合のHPより）



こ
の「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
」

の
構
築
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
公
共
施
設
の
予
約
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
面
で
は
、
教
材
の

共
有
化
な
ど
で
各
学
校
間
の
交
流

を
図
り
、
授
業
内
容
の
高
度
化
を

促
進
し
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
時
に
は
、
安
否

情
報
・
防
災
情
報
の
提
供
な
ど
に

も
活
用
さ
れ
る
計
画
で
、
早
期
の

整
備
が
待
た
れ
ま
す
。

長
岡
京
市
の
平
成
十
四
年
第
三

回
議
会
定
例
会
が
、
九
月
五
日

（
木
）
か
ら
二
十
日
（
金
）
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
で
三
・
七
億
円
の

歳
出
が
計
上
さ
れ
た
「
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
少
し
説

明
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
四
十
三
拠
点
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
で
接
続
し
、
市
民
の
誰
も
が
欲

し
い
情
報
を
見
つ
け
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

駅
や
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
る

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
街
頭
端
末
や

各
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

ら
行
政
情
報
を
手
軽
に
入
手
で
き

る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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〈
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
〉

こ
の
議
会
で
は
、
大
き
く
四
項

目
に
つ
い
て
合
計
十
点
の
質
問
を

行
い
、
市
長
・
教
育
長
・
企
画
部

長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
簡
単
に
ま
と
め

ま
し
た
（
質
問
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）。

①
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

・
保
護
者
の
方
々
の
安
全
点
検
に

よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
危
険
箇
所
に

対
し
て
、
具
体
的
に
改
善
さ
れ
た

点
は
？
ま
た
、
改
善
さ
れ
た
点
に

つ
い
て
は
速
や
か
に
学
校
側
に
報

告
さ
れ
て
い
る
か
？

・
改
善
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
学
校
側
に
十
分
な

説
明
は
さ
れ
て
い
る
か
？

・
市
内
全
域
の
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
、
取
り
組
ま
れ
る
の
か
？

「
昨
年
度
は
長
八
小
校
区
へ
の
交

通
整
理
員
の
新
規
配
置
な
ど
が
あ

り
、
改
善
点
は
連
絡
を
し
て
い

る
」、「
大
き
な
予
算
を
伴
う
場
合

は
、
複
数
年
に
ま
た
が
る
こ
と
も

あ
り
、
事
前
に
校
長
に
了
解
を
と

り
対
応
し
て
い
る
」、「
市
庁
部
局

と
連
絡
を
密
に
し
、
通
学
路
だ
け

の
問
題
と
せ
ず
、
歩
行
者
に
安
全

な
道
路
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
」
な
ど
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

②
人
員
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
十
九
年
か
ら
多
く
の
市
職

員
が
退
職
す
る
が
、
平
成
十
三
年

第
一
回
議
会
で
答
弁
さ
れ
た
検
討

チ
ー
ム
は
結
成
さ
れ
た
の
か
？

・
平
成
十
九
年
度
以
降
の
再
任
用

職
員
も
含
め
た
、
こ
れ
か
ら
の
人

員
計
画
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
？

「
企
画
推
進
課
と
職
員
課
を
中
心

に
調
整
会
議
を
設
置
し
検
討
し
て

き
た
が
、
今
後
は
担
当
二
課
の
枠

を
超
え
た
具
体
的
な
事
項
に
つ
い

て
検
討
す
る
場
を
総
務
部
と
協
議

し
設
置
し
て
い
く
」、「
平
成
二
十

七
年
度
に
は
六
百
名
以
下
の
体
制

に
で
き
る
よ
う
、
事
務
事
業
の
再

編
成
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
」

な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

③
産
業
振
興
に
つ
い
て

・
神
足
、
勝
竜
寺
、
開
田
、
調
子

地
域
が
「
も
の
づ
く
り
産
業
集
積

促
進
地
域
」に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、

産
業
振
興
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
？

・
工
業
だ
け
で
な
く
、
農
業
、
商

業
も
含
め
た
産
業
全
体
に
お
い
て

の
産
業
振
興
施
策
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
？

「
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費
用
の

一
部
補
助
な
ど
、
財
政
状
況
も
考

慮
し
検
討
中
」、「
起
業
意
欲
の
あ

る
人
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
」
な
ど
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

④
市
民
広
報
の
充
実
に
つ
い
て

・
市
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
、
広
報
に
ご
意
見
ハ
ガ
キ
や
市

政
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
な
ど
を
定

期
的
に
入
れ
て
は
？

・
市
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご

意
見
を
も
っ
と
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
広
報
の
読
者
対
象
年
齢
層
を

低
年
齢
側
に
広
げ
て
は
？

・
年
間
あ
る
い
は
半
年
間
周
期
の

編
集
計
画
は
作
成
さ
れ
て
い
る
の

か
？
ま
た
、
そ
の
承
認
者
は
？

「
市
行
政
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

し
て
有
効
な
手
段
と
考
え
、
実
施

し
て
い
る
市
町
村
の
実
態
を
研
究

し
て
い
く
」、「
読
者
層
を
低
年
齢

側
に
広
げ
た
広
報
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
」、「
特
集
記
事
に
つ

い
て
年
間
計
画
を
作
成
し
、
理
事

者
と
事
前
協
議
後
企
画
部
の
決
裁

で
実
施
」
な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
行
政
の
説
明
責
任

を
追
求
し
、
分
か
り
や
す
い
広
報

の
実
現
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
！

今
号
で
、
長
岡
京
市
の
ゴ
ミ
処

理
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
行
政
側
の
研
究
開
発
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
家
庭

で
も
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
ゴ
ミ
を
減

ら
す
工
夫
が
必
要
で
す
。

京
都
市
内
の
あ
る
地
区
の
台
所

か
ら
出
た
食
品
ゴ
ミ
の
調
査
で
は
、

「
食
べ
残
し
」
と
「
手
つ
か
ず
食
品
」

に
分
け
る
と
、
手
つ
か
ず
食
品
が

40
％
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
う
ち

の
40
％
が
賞
味
期
限
前
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

皆
さ
ん
こ
の
結
果
を
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
…
？
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｋ
）

進藤裕之の主な活動記録

7月

15日　電機乙訓議員団研修(乙訓管内福祉施設視察)

19日　松下電器労働組合本部第57回定期大会

8月

2日　若葉カップ(全国小学校バドミントン大会)開会式

6日　松下電器労働組合電子半導体支部第３回定期大会

9日　大阪府茨木市環境衛生センター見学

24日　長法寺小学校創立130周年記念式典

26日　電機改革フォーラム「乙訓地区市民相談会」

28日　第5回後援会代表幹事会

31日　松下電器労組組織内議員団会議／ＯＢを囲む夏季懇談会

9月

2日　合同市民懇話会一斉市民相談会

5～20日　平成14年第3回議会定例会

7日　2002ＮＥＷ環境展

8日　神足区民運動会

10日　議会本会議で一般質問登壇

13日　電機連合京都地方協議会第9回定期大会

19日　第27回長岡第三中学校体育大会

23日　第25回交通安全フェア

26、27日　電機連合政治・政策担当者会議

28日　第24回長岡第九小学校「秋の運動会」

10月

2日　第6回後援会代表幹事会

5日　松下電器労働組合半導体支部　家庭菜園「収穫祭」

6日　市制施行30周年記念式典

10、11日　広域行政対策特別委員会視察（西東京市、新座市）

▼
平
成
十
四
年
第
三
回
議
会
定
例
会
報
告
▲

長岡京市の人口と世帯数
（平成14年10月1日現在）

人　口　　77,755人

男性　38,025人

女性　39,730人

世帯数　　30,518世帯

1世帯当り人数

2.55人/世帯

この議会で採決された報告は2件、議案は20件で
すべて承認、可決されました。
第50号議案－長岡京市教育委員会委員の任命について

第51号議案－長岡京市公平委員会委員の選任について

第52～61号議案－長岡京市自治功労表彰について

第62号議案－健康保険法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例制定について

第63号議案－長岡京市国民健康保険条例の一部改正について

第64号議案－平成14年度長岡京市一般会計補正予算(第2号)

第65号議案－平成14年度長岡京市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)

第66号議案－平成14年度長岡京市馬場財産区特別会計補正予算(第１号)

第67号議案－平成14年度長岡京市下海印寺財産区特別会計補正予算(第１号)

第68号議案－平成14年度長岡京市公共下水道事業特別会計補正予算(第１号)

第69号議案－平成14年度長岡京市介護保険事業特別会計補正予算(第１号)

請願は１件で不採択でした(前回議会からの継続審査案件です)。

また、議員提出の意見書が1件可決されました。

第70号議案～第80号議案の平成13年度長岡京市一般会計および特別会計の

歳入歳出決算の認定についての11件は、閉会中の決算審査特別委員会

(10／29～11／18)に付託されました。 イメージ図
（長岡京市地域情報化計画書より）

（期間：平成14年7月15日～10月11日）


